
利用案内

開館時間 午前9時から午後生時30分ま

は4時まで)

休館 日 ・毎週月曜日(ただし、月確

るときは開館し、翌日休館)

年末年始12月26日一平成6年

臨時休館 工0月13日-10月15日

10月30日へ10月31日

ll月16日

平成6年3月29

展示替え等のため必要があるとき

入館料 無料(特別展のみ有料。ただし、 65歳以上

害者〔介護者を含む〕又は精神薄弱者、県民の日〔6月

15日〕に来館される方は観覧料が免除されます。)

団体見学 団体で来館されるときは、事前に御希望の連絡をいただ

ければ、館の概要や事業等のガイダンスをいたします
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平成5年度展覧会案内

イタリア人を両親としてギリシャに生まれたジョルジョ・デ・キリコ(1888-1978)は、アテネの美術学校に学んだ後、
ミュンヘンで過ごし、ペックリンなどの画風に影響されて、幻想的な画風に向かいました。その後、キリコは、パリに出て
ピカソちと交おり、キュビスムにも接しましたが、やがて、従来の絵画には見られない神秘的・夢幻的な絵画世界を築き上
げました。幾何学的な形態、関連のない事物の組み合ねせ、独特な遠近法など、反自然主義的を技法を駆使し、新鮮なイメ
ージを漂ねせたその画風は、シュールレアリスム絵画などの発展に大きな影響を与えました。また、キリコは、後に古典絵
画にも注目し、新たな絵画世界を構築しています。
本展は、キリコの作品を展覧し、その独自の世界を探るとともに、 20世紀美術に果たした業績について再確認します。

19世紀の半ばに、パリ近郊のフォンテンブローの森の一隅にある小村バルビゾンに集まり、自然や農村風景を描いた画家
の一群をバルビゾン派といいます。バルビゾン派の作品については、明治9年に工部美術学校の教授として来日したフォン
タネージをはじめ、その後も、展覧会や画集等を通じて様々な形で紹介されました。そして、その芸術の影響は、美術界は
もとより、文学、思想など多方面に及びました。

本展は、主として「日本に将来されたバルビノン派作品」 「バルビゾン派受容に関れる日本洋画家の作品」をテーマに、
ミレー、コローなどのバルビゾン派の作品や、浅井忠、黒田清輝などの日本洋画家の作品などを展覧し、バルビゾン派とね
が国近代洋画との結びつきを浮き彫りにしますへ

本館が収蔵する日本画、洋画、彫刻、工芸、書、版画の中から、年間を3期に謝ナ

て各テーマ等に基づき展覧するほか、新たに収蔵された作品を紹介します。 (準備等
のため開催されない期間や、開催期間中の展示替があります。)

房総の美術家シリーズは、房総に生まれ、あるいは走任して、近代日本美術界にお
いて活躍し、美術振興のために貢献した美術家の再発見と顕彰をめざしています。

今年度は、東京に生まれ、戦前から市Ii旧に在住し、 「木象韻」の重要無形文化財
保持者(人間国宝)で 日本伝統工芸展などを舞台に活躍した秋山逸生(1901-1988)

に焦点をあて、回顧します.

篤6回硯

平成3年度第5画展に引き続き、 「21世紀への飛躍」を主題として、具象系彫刻作

品を全国公募して入賞・入選作品を展覧し、現代彫刻の動向の一端を紹介します.

第17回千葉

優れた美術作品を、より多くの県民の方々に鑑賞していただくため、日本画、洋画、

彫刻、工芸、書、版画の各分野から館収蔵作品を中心に巡回展を開催します。

第30回全日本総合書道大展覧会 4/6へ11

第4回千葉県木彫会展 4/6-11

第17回鳳聾会喜作展 4/13へ18

第63回郷陽会展 4/13へ18

第7回ガラス絵コクリコ会展 4/13-18

第33回千葉市アマチュア美術会展 4/20-25

第19回武蔵野美術大学校友会千葉支部展 4/27へ5/2

第20回千葉新協展 4/27- 5/2

第13回千葉美術工芸展 4/27へ5/9

第19回歩会彫刻展 4/27へ5/9

第7回千葉水彩展 5/4へ9

第24回表美展 5/4-9

第11回日中友好書道展 5/11へ16

第17回墨の県展 5/18-23

第38回二科会千葉支部展 5/25へ30

第19国旗展 5/25へ30

第18回関東全展 6/1-6

第20回記念千虹会日本画展 6/1へ13

第40回千葉県書道協会展 6/8へ13

第15日新植樹社千葉県支部展 6/15へ20

第16回千葉一陽展 6/15へ20

千葉幼児美術展 6/15へ20

第8回日本画四季展 6/15へ27

第21回水彩連盟千葉支部展 6/22-27

千葉二紀展 6/22-27

第37回千葉県小中学校書写展 6/29へ7/4

第11回明日を拓く教育美術展 6/29へ7/4

第7回カラーダスト展 6/29-7/4

第16回精鋭展 6/29へ7/4

第25回千葉市水墨画同好会連合会展 7/6-18

千葉県立美術館平面図

平成5年度展示室利用団体
第10回千葉中美展 7/20-25

第81回留美会初夏大作展 7/20へ25

第27回漱雲会全国書道展 7/20へ25

第14回龍峡書道会千葉展 7/27-8/l

日本水彩画会第9回千葉県支部展 7/27へ8/1

第3回太平洋美術会千葉支部展 8/3-8

60周年記念聖徳学園教職員芸術展 8/3へ8

第22回写真千葉県展 8/3へ15

第21回千葉市教職員美術展 8/10-15

第7回白亜会千葉支部展 8/10へ15

第13回日本春秋書院千葉県書道連盟展 8/17-22

第一美術協会千葉県支部展 8/17へ22

千葉県市町村職員共済組合文化展 8/17-22

第23回いてふ彫刻展

第33回白扇書道会展

第18回葉美会展

第25回千葉現展

第23回新構造千葉支部展

第16回千葉等迦展

8/17へ22

8/24へ29

8/31-9/5

8/31へ9/5

8/31へ9/5

9/7-12

千葉県高校芸術祭第26回合同写真展 9/7-12

第9回目本書道学会千葉県連展 9/7-12

第31回新世紀美術協会千葉支部展 9/7へ12

第25回ファンシー洋画展 9/14-19

第20国文化書道千葉県連合会公募展 9/14-19

千字会書展 9/14-19

第16回千葉県写真展 9/14-26

第43回デザインフェスタCHIBA’93 9/21-26

第40回千葉県勤労者美術展 9/21へ26

第36回千葉市中中養護学校児童生徒総合展 9/28- 10/3

第4回千葉県教育芸術祭 10/5へ11

第13回二科会写真部千葉支部展 10/5-11

第45回千葉県美術展覧会(県展) 10/16へ11/14

千葉県高校芸術祭「美術・工芸・書道作品展」 11/17へ28

第38回こども県展 11/30へ12/12

今日の美術を考える会展 12/14へ19

剃1回明るい社会づ〈 I)ポスターコンクール展12/14-19

第29回登龍社・宮坂会書初展 l/5へ9

富士百景写真展 1/11-16

第5回目本童謡の書展 1/1lへ16

第21園子葉書壇秀抜・新進展 1/18-23

第27回千葉県老人クラブ会員作品展 1/18-23

千葉市観光絵画と写真コンクール作品展 1/25-30

第19園子ども造形展 1/25-30

第11回千葉県医師会美術展 1/25へ30

第36回千葉市′ト中養護学校児童生徒書写展l/25-30

群睡善人展 2/1へ6

第9回書星選抜展 2/1へ6

第46回千葉県小中高校書初展 2/1-6

千葉大学教育学部美術科卒業制作展 2/8-13

第28回千葉大学学生書道展

幕張北高校書道卒業制作展
千葉県建設業協会文化作品展
第19回千葉県民写真展

和洋女子大学卒業展

第23回千葉県大学美術連盟展

第25回千葉市民美術展

第17回唱和会書展

第41回書星教育部展

2/8へ13

2/8へ13

2/15へ20

2/15-27

2/22-27

2/22へ27

3/1-21

3/23- 27

3/23- 27

※展覧会内容・日程については変更することがありますので事前に、館あるいは主催者にお問い合わせください。


